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令和４年補正GFPフラッグシップ輸出産地形成プロジェクトでの成果・輸出拡大の要諦・他産地に
展開可能な示唆（事業実施主体:静岡茶輸出拡大協議会、品目:茶）

各国の残留農薬基準の対応
 各国の残留農薬基準に対応した栽培管理方

法 (特に有機栽培)への転換が必要

 静岡の茶園面積の約９割を占める品種「やぶ
きた」は有機栽培が難しい

茶園の有機茶栽培への転換支援
 県内４地区において、茶流通事業者による買

取を前提とした大規模な有機転換を実行

 有機栽培に適しており、茶流通事業者が求め
る品種への転換（春野・森地区）

14haの圃場にて有機茶栽培への転換
 有機栽培先進農家による指導を受け、14haで

有機栽培への転換を実施（富士地区）

 計114aで、海外ニーズが高く、有機栽培に適し
た茶品種「ごこう」への改植を実施（春野・森地
区）

高品質な抹茶需要の高まりへの対応
 抹茶は国内外の他産地との競合が激しく、高

品質化が必要

栽培環境の見直し
 高品質化を目指し、棚栽培施設導入及び被

覆資材選定の調査（藤枝地区、川根地
区）

高品質な碾茶生産への転換
 ２重被覆による棚栽培により高品質化を実現

（藤枝地区、川根地区）

>

輸送コスト低減の必要性
 輸送費が高騰する中、輸送コスト低減に資す

る輸出体系の改善が必要

地元・清水港発の茶の混載輸送
 協議会と茶流通事業者２社が連携し、20

フィートコンテナに計10パレット（約21.7㎥、
5,464kg）を混載し、清水港から米シアトル
へ輸送

輸送コストを約８％削減

 東京発・混載便と比較して、ｍ３当たりの輸送
コストを約８％削減

課題 取組 成果

宮崎県の有機栽培先進農家による指導

令和４年度
輸出額 約8.5億円
輸出量 約248トン

令和5年度（実績見込）
輸出額 約12.8億円
輸出量 約298トン




